
No.７６７

66-11

11

市役所の代表電話は

●発行／松戸市●編集／広聴部広報課〒271松戸市根本387-5

●発行日 ／毎月５日・20日

トレーナーの指導で、機器を操作する参加者の皆さん

気軽に流そう､さわやかな汗

いろいろな機器がそろつています 汗を流して､シェイプアップ！

トレーニング機器操作講習会
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を

間
近
に
体
も
縮
こ

ま
り
が

ち
。

で
も
、
屋
内

で
体
を
鍛
え

る
こ

と

も
で

き
ま
す
。

樋
野
口
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あ
る
青
少
年
会

館
分
館
の

一
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、
十

数
種
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す

。

ど
の
機
種

も
、
楽
し
み

な
が
ら
体
力

づ
く
り
の
で

き
る
も
の

ば
か
り
。
月

一

回
の
講

習
会

は
、
毎
回

多
く
の
参

加
者

で
に
ぎ

わ
い

ま
す

。

常
盤
平
地
区
の
女
性
健
康
グ
ル
ー
プ

に
所
属
す

る
ト
レ

ー
ナ

ー
の

伊
藤
ひ

ろ

子
さ
ん
の

指
導
で
、
準

備
体
操
の

後
に

各
機
器
の

操
作

を
練
習

。
そ
れ
ぞ

れ
の

体
力
に
合
わ
せ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開

始
し
ま
す
。

友
人

同
士
や
夫
婦

な
ど
、
お
互
い

に

体
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
楽
し
そ
う
で
す
。

こ

の
講
習

会
の

受
講

後
は
、
い
つ
で

も
機
器
を
使
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加

と
ご
利
用

を
お
待
ち

し
て
い

ま
す
。

嬲
青

少
年

会
館

音
４４
ｊ

８
５
５
６

番

水　緑　文化



国 民 文 化 祭 ち ば'91

人形劇フェスティバル開催

1
2月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

松
戸
市
議
会
1
2月
定
例
会
は
、

1
2月
９
日
か
ら
1
9日
ま
で

開
催

さ
れ
る
予
定
で

す
。

請
願
・
陳
情
は
1
2月
４
日
圉

午
後
５
時
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
傍
聴
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れ
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ら
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め
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し
て
く
だ
さ

い

。
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手数料・保険料・各種税

市
立

保
育

所

臨
時
保

母
募
集

職
種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

勤
務
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間
午
前
８
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3
0分
～
午

後
５
時
（
土

曜
日
は
午
後
Ｏ
時

3
0分
ま
で

）

※
勤
務
時
間
は
相
談
に

応
じ
ま

す
。

鬩
保
育
所
課
保
育
指
導
係

納
期
を
守
り
ま
し
よ
う

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
（
第
三
期
）

納
期
限
…
1
2
月
２
日

国
民
健
康
保
険
料
（
第
六
期
納
期
限
）

…
1
2
月
２
日

事
業
所
税
…
９
月
決
算
の
法
人
と
、
９

月
中
に
事
業
所
用

家
屋
を
新
・
増
築
し

た
建
築
主
は
、
1
1
月
が
申
告
納
付
月
で

す
。

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

テ

ア

ト
ロ

ー
デ
ル

ー
ド
ラ

ゴ

「

ピ
ノ

キ

オ

」

八王子車人形西川古柳座「葛の葉」

人形劇フォーラム 人形劇の現在から将来について、人形劇団代表･研究家･学校現場な

どの実践者が、活発に体験発表・提言・意見交換を行います。

ワークショップ
人形劇の専門家が、やさしい人形の作り方、演じ方などの教室を開 き

ます。既に参加申し込みは締め切りました。見学はできます。

第１部

｢これからの人形劇を探る｣

●23日圈18:30～20:00

●松戸市民劇場ホール

●司会 島村茂治氏

(人形劇団がもめ)

●パネリ スト

潟見英明氏(人形劇トロッコ)

加藤暁子氏(人形劇研究家)

和気瑞江氏(パペットマーケット)

西川柳時氏(八王子車人形西川古

柳座)●ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ銀猫商会

第２部

｢くらしに生かす人形劇｣

●24日剛13:〔)0～15:CX)

●婦人会館ホール

●パ ネ リ スト

林　 悦 子 氏

(松戸市立常盤平第二小学校)

国 府 田 園 子 氏

(松戸市立古ヶ崎保育所)

望 月　 哲 也 氏

(松戸市立ゆうかり学園)

1,ウレタン人形を作ろう 23日圈
13:30
～17:C
X〕

中部
幼稚園①

講師 金子豊治氏(千葉県アマチュア演劇連盟副会長)

2,影絵劇を楽しもう
23 日 圈

13:30 ～17:CX〕

中部
幼稚園②

講師山形文雄氏(影絵人形劇団みんわ座)

３,新しい表現の人形劇(1)
23日陶
13:30～15:匐

中部
幼稚園③

講師 小川耕筰氏(銀猫商会)

４,新しい表現の人形劇(2)
24 日(日)

13:(X〕～15:(X〕
婦人会館
研修室

講師 潟見英明氏(人形劇トロッコ)

5,親子で作る人形
24 日 日

13:CX〕～15:(X〕

中部
幼稚園①

講師 佐藤澄子氏(人形劇団どんぶりこ)

6,おもしろ人形館
24 日 日

13:(X)～15:(X〕

中部
幼稚園②

講師大沢直氏(童心座)

一生懸命練習したよ

見に来てネ

人形劇フェスティバルには、新松戸西小学

校４年1 組のみんなも参加します。

34人のクラス全員が、二組に分かれて、「ブ

レーメンのおんがくたい」と「かにこちゃん

とさるどん」を演じます。練習の成果で人形

との息もピッタリ。みんなで見に来てネ。

安全・確実な口座振替のご利用を

人形劇団ぼけっと「かにむかし」

人形劇団やまんば「あさとゆう一仲山道」

「
文
化
の
国
体
」
と
い
わ
れ
る
第
六
回
国
民
文
化
祭
が
、
県

内
各
会
場
で
1
1月
1
6日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
内
で
は
2
3

日
・
2
4日
の
両
日
、
全
国
か
ら
ア
マ
チ
ュ

ア
人
形
劇
団
が
集

ま
り
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

北
は
北
海
道
千
歳
市
の
人
形
劇
団
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
か
ら
、

南
は
沖
縄
県
平
良
市
の
「
ん
ま
だ
い
し
よ
う
」
な
ど
県
外
か

ら
五
十
五
劇
団
、
県
内
か
ら
は
市
内
の
九
劇
団
を
含
む
四
十

二
劇
団
が
出
演
し
ま
す
。

あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
の
劇
団
も
参
加
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

家
族
そ
ろ
つ
て
ご
覧
に
な
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

賎
図
書
館
本
館
昔
6
5－
5
1
1
5

番



（一般公演はすべて無料、先着順入場になります。

満員の場合は、入場制限をいたします。　　　　

）

人形 劇団赤いりんご

「金のオノ銀のオノ」

大道芸人形劇

日時：23日祝～24日日

会場：松戸駅前広場

出演：劇団黒マント「遊び探検隊」

こぶたのブー、銀猫商会ほか

11　月　23　日 （祝） 11　月　24　日 （日）

会　場 時間 劇　　団　　名 作　品　名 対象 時間 劇　　団　　名 作　品　名 対象

市

民

会

館

ホ　ー　ル
10:O(〕 干葉 劇団貝の火 竜子姫物語 家族

- - -
18:30 石川 尾口村東二口文弥人形9存会酒呑童子　　　　　★ 中以上

３階会議室

13:30 愛知 人形劇団わたぐも かちかち山番外編 幼小 10:30 沖縄 んまだいしよう ねずみのすもう

幼小
14:00 東京 柴又おはなしころりん ３枚のおふだ 11:00 干葉 人形劇ｻｰｸﾙ てんとう虫 小さいお城

15:00 大阪 人形劇団せつぽく座 落としたプレ ゼント
うさぎと かめ 家族 11:30 茨城 人形劇団パツペ やんすけ・やんすけ・やんすけ

ポールのダンス

15:30 干葉 人形劇団もつこり ベーブサートアラカルト
むすんでひらいて ほが

幼小 14:00 干葉 鹿島台人形劇団 こすずめのぼうけん

16:00 山形 人形劇団ぼけっと
お－い、ド ロ ヘーイ ！

バーン､ ルールー､ ワンワンワン 14:30 栃木 いわふねおはなしキャﾗバン 三枚のお札

２階会議室

13:30 干葉 ぶらんこ 虎は死んだ 幼小 10:00 千葉 人形劇団ふうせん 3びきのやぎのｶﾞﾗｶﾞﾗﾄﾞﾝ

幼小
14:00
埼玉
人形劇サークルぽぺつと おだんごころりん 10:30 北海道 人形劇団｢かざぐるま｣ 二ひきのねずみ

14:30 みさとんぼ ３びきのこぶた 幼 11:00

干葉

劇団「うたのなる木」 みんなで歌いましよう

15:30
干葉
まこと座

１ 人 ぽ っ ち の 狼 と 七 ひ

き の 子 ヤ ギ
幼小 12:00 (子)ニツ木学童保育所 ３ぴきのこぶた

16:20 ぐる－ぷバク パン屋さん 幼 12:30 人形劇団おもちや箱 お月さんどうしたの

16:30 福島 人形劇団しやぽんだま べつかんこ鬼 小 14:o(〕 埼玉 人形劇団「ハテナ座」 いたずらおばけケンムン

17:00 三重 人形劇団ぱんぷきん なかよし 幼小 14二30干葉 ｻﾝ壱子ども会たんぽぽ文庫 はらぺこカズラー

音　楽　室

13:30 干葉 人形劇団汽車ポッポ ふるやのもり 幼小 10:00

千葉

大きなかぶの会 まんまるパン
幼小

憫:00 栃木 おはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ｢つぽみ座｣ 三枚のお札 10:30 (子)新松戸小学校4年1組 ブレーメンのおんがくたい

15:00

干葉

お母さん人形劇ドンプ ぼくお月さまとはなしたよ 小以上 11:00 ﾐﾆｼｱﾀｰ｢ はらぺこくん｣ ねずみくんのチョッキ

15:30 人形劇団どんぶりこ 音楽にのせて 幼小 牲30 人形劇団プッペ 魔女とふたりの姉妹

16:〔)0 人形劇団たけのこ 又､又､ねずみくんのチョッキ 14:30 埼玉 影絵ﾌﾞﾙｰﾌ 「あけびの会」 せむしの子馬　ほか

なかいき室

13:30 干葉 (子)富浦人形劇団 木竜うるし・大きながぶ
小 10:15 干葉 人形劇団タップ ボードビル『てんとう虫のｻﾝﾊﾞ』小

10:30 茨城 松葉公民館人形劇クラブ アナンシと五

14:30 京都 スキップ ３ごぼう兄弟
小 11:00 干葉

佐 倉 市 立 図 書 館

お は な し キ ャ ラ バ ン さるとかに

幼小12:00 神奈川 人形劇団ありんこ 新・３匹のこぶた

15:30
千葉
人形劇団ペペ ３びきのこぶた 幼小

12:30

干葉

人形劇団こぶた座 リズム＆リズム

14:00
( 子) 子 ど も 劇 場
く り ね ぎ 元 気 つ 子 劇 団 せんたくかあちゃんほか

16:〔)0 人形劇団はこべ なかよし 14:30 人形劇サークル「ど－なつ」 ねずみのすもう

市民劇場ホール

15:O(〕 滋賀 冨田人形共遊団
傾城阿波鳴門巡礼歌の段

★ 中以上

10:0(〕 福井 人形と語り座 新羅織姫忘れ糸　　★
小以上

11:O(〕 愛媛 人形浄瑠璃芝居伊予源之丞座祝大漁戎舞　　　　★

16二00 鳥取 円通寺人形芝居保存会 平井権八　　　　 ★ 13:00
干葉
影絵劇団夢屋 茂吉のねこ 小

18:30 フォーラム第１部「これからの人形劇を探る」 大人 14:30 (財)松戸市おはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ マウイ火をつかまえる 家族

中 部幼稚園
ホール

14 二〔)0 埼玉 くれよん オズのまほうつかい
⑩
10:30 干葉 (子)常盤平第二小学校3年2 組 かさこじぞう 幼小

14:30 香川 大内ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｸﾗ ﾌﾞ おぱけの学校 11:00 長野 人形劇団「赤とんぼ」 ムジナと小坊主 家族

15:O(〕 大阪 人形劇団赤いりんご
金 の オ ノ 銀 の オ ノ ・

魔 女 五 と さ つ ま い も 家族 竹30 干葉 パネルシアターぼけっと 花さき山
幼小

15:30 干葉 人形劇団Ｚ いたずらつこのシャン
幼小 13:00 東京 わんわんぐるうぷ 赤ずきん・ボードビル

13:30 干葉 紙ふうせん サーカスへ行こう

商工会館ホール

14:00 三重 ジャンボ絵本 鏡の沈む湖・
でんきち氏がんばる

小 10:o(〕
干葉
劇団「ぽんぽこ」 マッチ売りの少女 幼小

14:30 東京 人形劇団フレデリック さるかに合戦 家族 10:30 人形劇サークルさくらんぼ 雪 山 の 寒 苦 鳥 ・
ホネ・ホネ・ロック

小

16:30 神奈川 人形ずきグループ･材木座 食べられた山姥 幼小 11:00 埼玉 人形げき団みやしろ きつねとじいさま 幼小

IZ:00 東京 東京経済大学民話愛好会 影絵「大工と鬼六」 中以上 11:30 福岡 人形劇団どんぐり座 おおかみとこぶた 家族

図書館
お はなし のへや

13:30 東京 劇団べろ なかよし 幼小 13:00 神奈川 秦野人形座 ぶす 幼小

14:00 干葉 お はなし おはなしグーチョキパー ねずみのすもう 幼 14:00 東京 帝京大学人形劇部ゆりかご座 注文の多い料理店 小

15:00 愛知 こぶたのプー ふうせんこぶた 幼小 14:30 神奈川 りりぱつと ふくろうとネコ

中部小学校
体育館①

13:o(〕 埼玉 越谷おやこ劇場
人形劇サークル「風車」

スーホの白い馬
小

性20 干葉 マリオネットどんぐり ピーターとおおかみ
幼小

14:00 干葉
(子)馬橋北小学校

人 形 劇 団｢ ト ト ロ｣ 海底の島ベールランド 11:55 大阪 人形劇団マリーニ 運動会・骨よせ

15:00 青森 人形劇団つがる ネブタの一番だいこ 14:35
干葉
人形劇団ピッコロ 紙芝居｢どろぼう学校｣

16:00 干葉 お母さんの人形劇
グループ”ポケット”

フ ァ ンタ ジ ック ボ ード ビ ル
エチュードPartⅡ 家族 14:45 人形劇団「だたらだ」 ピーターと狼

中部小学校
体育館②

13:30 福島 郡 山女 子 大 学
児 童文 化 研究 グ ラフ

かにこちゃんとさるどん

幼小
10:00
長野
人形劇団やまんぱ あさとゆう一仲山道 小

14:30 干葉 (子)土の子子供会 三匹のこぶた 10:45 おはなし｢びっくりぱこ｣ 三枚のお札 幼小

15:30 神奈川 グループ・ポリス 長ぐつをはいた猫 13:20 三重 人形劇団コツペ村 すてきな魔法使い 幼

16:30 福井 劇団創作座 うさぎのポッフと
かた つ むり ばあ さ ん 13:50 東京 人形劇サークル

「ポンベリポッサ」
小さな星の子と山ねこ 幼小

中部小学校
体育館③ - - -

12:20
広島 影絵人形劇団 ザ・ばせん座 最後の一葉 中以上

15:15

婦人会館ホール

13:30
東京
劇団黒マント「遊び探検隊」 忍者からくり屋敷の謎

幼小
11:00 埼玉 おはなしぽつぷあつぷ しまねこしま太 幼小

15:30 人形劇団空中分解 たぬどんのはなし 徃30 栃木 おはなし キャラバンまざあぐ う す
だあれかな ほか

16:00 神奈川 秦野語り芝居の会 また森へ　ほか 13:o(〕 フォーラム第２部「くらしに生かす人形劇」 大人

●作品名 欄の ★印は伝 統人形劇　　 ●劇団名 欄の( 子)は子ども の出 演　　　 特別公演( 入場には 整理券が必要で す)

●プログラムは変更される場合があります。　　　　　　　　　　　　　　●海外人形劇｢ピノツキオ｣(24日13:00から市民会館ﾎｰﾙで)－テアトロ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾞﾗｺﾞ(イタリア)

●対象欄幼は幼児、小は小学生、中は中学生、｢家族｣は幼児～大人、　　　●伝統人形劇｢葛の葉｣ほか(23日15:00から市民会館ホールで)一八王子車人形西川古柳座

｢大人｣は大人向け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●現代人形劇｢マウイ・チキチキ」(23日12:30から市民劇場ホールで)一人形劇団ひとみ座

あ

な

た
の

健

康

妊
娠
の
経
過
や
胎
児
の
発
育
に
は

、

本
質
的
な
影
響
は
与
え
ま
せ

ん
が
、
妊

娠
中
期
こ
ろ
か
ら
、
妊
婦
自
身
に
と
っ

て

不
快
な
症

状
が
で
て

き
ま
す
。

骨
盤
を
構
成
す
る
骨
の
関
節
・
結
合

部
は
、
妊
娠
中
の
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
を

受
け
て
緩
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
妊
娠
子
宮
の

増
大
と
共
に

、
重

心
が
前
方
に
移
動
す
る
た
め
、
脊

柱
の

腰
椎
部
分

が
大
き
く
前
に
曲

が
り
、
脊
柱
を
支
え
る
筋
肉

が
緊
張
し
て

、
腰
痛
が
生
じ

ま
す
。
起
き
て
い
る
と
き
は

、
出

来
る
だ
け
良
く
動
い
た
方
が

良
い
の
で
す
が
、
時
々
（
例

え

ば
二

時
間

ご
と
に
）
、
二

十
分
く
ら
い
横
に
な
っ
て

休

む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

物
を
持
ち
上
げ
る
と
き
に

は
、
腰
を
十
分
に
落
と
し
て

か
ら
動
作
を
始
め
て
く
だ
さ

い
。便

秘

か
が
大
き
く
な
っ
て

、
ふ
だ
ん
使
っ
て

い
な
い

筋
肉
を
使
っ
た
り
す
る
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

軽
い

運
動
で

血
行
を
改
善
し
た
り
、

カ
ル

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
小
魚
な
ど
を
食

べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ
く
見
ら
れ
る
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
け

い
れ
ん
の
と
き
は
、
ひ

ざ
を
伸
ば
し
、

つ
ま
先
を
持
っ
て

、
か
か
と
を
伸
ば
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

手
の
む
く
み
・
し

び
れ

妊娠 中期以後 の

不快 な症状（Ｉ）

ホ
ル
モ
ン
の
関
係
や
、
大

き
な
子
宮
に
圧
迫
さ
れ
た
り
、

運
動
不
足
な
ど
で
腸
の
動
き
が
弱
く
な

る
た
め
、
便
秘
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

適
当
な
運
動
を
し
た
り
、
繊
維
の
多

く
含
ま
れ
て
い

る
物
を
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
朝
起
き
た
と
き
、

冷
た
い
牛
乳
を
飲
む
な
ど
も
良
い
と
思

い
ま

す
。

血
液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
た
り
、
体

の

バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
る
ほ
ど
に
お
な

妊
娠
後
半
に
な
る
と

、
半

数
以
上
の
人

が
朝
起
き
た
と

き
、
両
手
あ
る
い
は
片
手
に

む
く
み
が
生
じ
、
握
り
に
く
い

と
か
、
指
を
動
か
し
に
く
い
と

い
っ
た
訴
え

が
見
ら

れ
ま
す
。

ま
た
指
が
し
び
れ
て
い
る

と
い
う
場
合
も
あ
り

、
そ
の

た
め
茶
わ
ん
を
落
と
し
た
り

し
て

、
び
っ
く
り
す
る
こ

と

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は

、
塩

分
を
制
限
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
を
多
く
含

む
も
の
を
食
べ
る
よ

う
に
し

ま
し
ょ
う
。

握
っ
た
り
、
開
い
た
り
の

運
動
を
し
て
い
る
と

、
動
か

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

帯
下
（
お
り

も
の
）

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
増
加
に
よ
り
、

腔
お
よ
び
子
宮
頸
管
よ
り
の
分
泌
物
が

増
え
ま
す
。

カ
ン
ジ
ダ
性
腔
炎
や
外
陰
炎

が
お
こ

り
や

す
く
な
り
ま
す
。

か

ゆ
み
な
ど
の
症
状
が
で
た
と
き
は
、

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
―
続
く
Ｉ

（
松
戸
市
医
師
会
）

はじめまショー！

〈開会式と特別講演〉

日時：23日祝10:00～1

2:00

会場：市民会館ホール

人形劇フェスティバル　公演日程表

11月23日

・

24日

人形劇

市内パレード

日時：23日祝12:00～13

:30

出演団体以外も参加自由

フリーシアター

日時：23日祝13:30～15:00

24日日11:30～15:00

会場：ＮＴＴ松戸支店

出演：ＮＴＴ、千葉大留学生

成徳大学、人形劇団せつぼく座 ほか

1

6

7

腰
痛
・
背
部
痛

足
の
け
い
れ
ん



｢自分1 人ぐらいなら」が

違
法
駐
車
を
無
く
そ
う

違
法
駐
車
問
題
の

解
決
に
は
、

法
律
に
よ
る
取
り
締
ま
り
や
、

駐
車
場
の

増
設
な
ど
多
く
の
課

題

が
あ
り
ま
す
が
、
運
転
者
自

身
の
自
覚
も
大
切
で

す
。

違
法
駐
車
に
よ
る
迷
惑
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
も
う
一

度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②交通の流れを乱し、円滑な通

行の妨げになるとともに、運

転者のストレスにもなる

③適法な駐停車の秩序を乱し、

二重駐車など、違法駐車が違

法駐車を招く

④
追
突
や
交
差
点
事
故
の
誘
因

を
つ
く
る

⑤
歩
行
者
事
故
の
大
き
な
要
因

に
な
る
。
駐
車
車
両
の
前
後

か
ら
の

横
断
に
よ

る
事
故
が

旭
加
し
て
い
る

⑥
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
る

⑦
道
路
維
持
作
業
の
障
害
に
な

り
、
交
通
渋
滞
を
も
た
ら

す

圜
松
戸
警
察
署
容
6
9－
0
1
1

0
番
、
松
戸
東
警
察
署
昔
4
9
1

0
1
1
0
番
、
市
役
所
安
全
課

安
全
係

※対象となる区域内の土地所有者には､説明会までに案内文と申告書を郵送します、

相
談
の
ご
案
内

1
1
月
2
1
日
～
1
2
月
2
7
日

▽

住
宅

相

談
　

毎
週

水

曜

日

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時
、

市

役

所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

▽

税

務
相

談
　
1
2
月
1
3
日

廊

午

後
１

時
～

５

時

、

市
役

所

相

談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
登
記
相
談
　
1
2
月
2
0
日
窗
午

後
１

時
～

４

時
3
0
分

、

市

役

所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
行
政
相
談
　
1
1
月
2
5
日
興
、

1
2月
９

日

興

午

後
１

時
～
３

時
、
。

市

役

所
相

談
コ

ー
ナ

ー

で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相

談

こ

般

相

談
　

毎

日

午

前
８

時
3
0
分

～

午

後
５

時

（
土

曜
日

は

午

後
ｏ

時
3
0
分

ま

で

）
、

市

民

相
談

室

で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電

話
受

け

付
け

）
　
　
毎

週

火

・

木

曜
日

、

幵
一
月
2
5
日

興

、
1
2
月

９

日

㈲

午

後
１

時

～

５

時

、
1
2

月
２

日

㈲

午

前
９

時

～
正

午

、

市

役
所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
発
明
相
談
　
１
９
一
月
1
1
日
團
午

後
１

時

～

３

時

、
市

役

所

相
談

コ
ー
ナ
ー
で

圈
こ

こ

ま

で
は

市
民

相

談

室

▽

経
営

・
融

資
相

談
　
1
2
月

４

日

㈲

・
1
8
日
困

午

前
1
0
時

～
午

後
４

時

、

市

役

所
相

談
コ

ー
ナ

ー
で

膤

商
工

課

振

興
係

▽
労
働
相
談
　
1
2
月
２
日
㈲
・

1
6日

㈲

午

後
１

時

～

５

時

、
市

役

所
相

談
コ

ー
ナ

ー
で

※

柏
労

働

基
準

監

督

署

（
昔
０

４

７

１
－
6
3
－

０

２

４
［
Ｄ

番
］
、
東

葛

飾

支

庁

商
工

労

政

課

（
容
6
1
－
2
1
1
5

番
）
で

も
行

っ

て

い

ま
す

。

醴

商

工

課

労
政

係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時

（
土
曜
日
は
午
後
ｏ

時
3
0分
ま

で
）
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で

黯
消
費
生
活
セ
ン

タ
１

昔
6
5－

6
5
6
5

番

マ
婦
人

就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金
曜
日

午
前
1
0時
～
午
後
４

時

内
職
相
談
室
で

黯
援
護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

1
1
月
2
2
日
盥
、
1
2
月
６
日
廁
・

1
3日

窗
・
2
0日

窗
・
☆
2
7日
窗

＝
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
、
1
2

月
２
日
側
＝
○
馬
橋
支
所
、
３

日
㈹
＝
○
六
実
支
所
・
小
金
市

民
セ
ン
タ
ー
、
４
日
困
＝
常
盤

平
支
所

、
５
日
出
＝
小
金
原
市

民
セ
ン

タ
ー
、
1
8日
困
＝
○
新

松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
、
い
ず
れ

も
午
前
1
0時
～
午
後
３
時

※
○
印
は
心
配

ご
と
相
談
の
み

。

☆
印
は
人
権
相
談
の
み
。

※
人

権
相
談
は
、
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局
（

登
6
3
1
6

2
7
8

番
）
で

も
行
つ
て
い

ま

す
。

黯
人

権
相
談
＝

援
護
課
庶
務
係
、

心
配

ご
と
相
談
＝

社
会
福
祉
協

議
会
昔
6
8－
0
5
0
3

番

▽
年
金
相
談
　
1
1
月
2
2
日
窗
＝

矢
切

支
所
、
2
6日
㈹
＝
東
部
支

所
、
1
2月
３
日

㈹
＝
常
盤
平
支

所
、
６
日
窗
＝
小
金
支
所
、
1
0

日
叫
＝
小
金
原
支
所
、
1
3日
胞

＝
馬
橋
支
所
、
1
7
日
㈹
＝
六
実

支
所

、
2
0日
齏
１

新
松
戸
支
所

、

2
4日
㈹
＝
矢
切
支
所
、
2
6日
閑

＝
東
部
支
所
、
い

ず
れ
も
午
前

1
0時
～
午
後
３

時

岑

」
れ
以
外
の
日
は
国
民
年
金

課
へ

黷
国
民
年
金
課
適
用
係

※
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

新
対
象
区
域
の
説
明
会
を
開
催

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

は

、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
土
地
の
利
用
価
値

が
高
ま
る
の
で

、
直
接
そ
の
利

益
を
受
け
る
土
地
所
有
者
や
権

利
者
（
借
地

権
な
ど
の

権
利
を

持
っ
て
い
る
人
）
に

、
建
設
費

用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で

す
。

平
成
４

年
４
月
か
ら

、
新
た

に
負
担
金
の
対
象
に

な
る
区
域

で
、
下
表
の
日
程
の

と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い

。

下
水
道
は

、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
と
、
河
川
な
ど
の
水

質
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な

施
設
と
し
て

、
そ
の
整
備
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。

現

在
、
松
戸
市
の
下
水
道
普

及
率
（
下
水
道
を
利
用
で
き
る

人

口
の
割
合
）
は
四
三
％
で
す
。

こ

れ
は
、
全
国
平
均
の
四
四
％

と
比

べ
て

遅
れ
て
い
ま
す
の
で

、

市
の
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画

（
平
成
元
年
～
五
年
）
で
は
、

普
及
率
五
三
％
を
目
指
し
て
、

計
画
的
に

整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。下

水
道
を
建
設
す
る
費
用
は

、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
市
費

（
市
債
・
市
税
）
と
、
受
益
者

負
担
金
と
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
額
は
、
現
在
一
平
方
㍍
当

た
り
七
百
円
で
、
三
年
間
（
年

四

期
）
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
い
て
い

ま
す
。

下
水
道
の
建
設
に
は
、
多
額

の

資
金
と
長
い
年
月
を
必
要
と

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

醴
計
画
業
務
課
業
務
係

説明会日程

期 日 時間 会　場 新たに負担金の対象となる区域

12/9 励

午

後

６

時

か

ら

小金北小学校(体育館)
大谷口(馬屋敷の一部)､横須賀(道協北通の一部)､中金杉(沼･島の

各一部)､中金杉５丁目の一部､平賀(谷川の一部)､大金平(３丁目･

４丁目･５丁目の各一部)､幸田２丁目の一部､幸田５丁目の一部

10

小金小学校(体育館)
小金(境外の一部)､小金清志町３丁目の一郎､小金きよしが丘２丁
目の一部､小金きよしが丘３丁目の一部､大谷口(本城の一部)､久
保平賀(行人台・下宿の各一部)､根木内(宿畑の一部)

11伽 幸谷小学校(体育館) 馬橋(岩崎・寺田・上ノ台の各一部)､三ヶ月(入谷津・島谷・島谷台・谷津田・町田の各一部)､幸谷(溜ノ上・溜ノ下の各一部)､ニツ
木(上ノ台の一部)､新松戸東

12
第三中学校(体育館) 八ヶ崎(南道合・掘込の＆一部)

13
上本郷小学校(体育館) 北松戸１丁目の一部､北松戸２丁目の一部､新作(高田･舟附の各一

部)､中根長津町の一部

16
上本郷第二小学校(体育館)

上本郷(鳥井戸・前田の各一部)､南花島(都台・莱園・餓鬼塚・四
ツ久保・１丁目・３丁目の各一部)

17図 北部小学校(体育館) 竹ヶ花(灣水下の一部・西叨)､栄町(１丁目の一郡)

18
中部小学校(体育館) 樋野口(堤外・太郎次畑･大道通の各一部)､古ヶ崎(水神前の一部)

19
六実第三小学校(体育館) 高柳新田(通小屋)､高柳(中島込の一部)

20
六実第二小学校(体育館)五香六実(兵庫・籠益の各一部)

大迷惑に

違法駐車には７つの大罪が…

①
道
路
を
狭
め

、
交
通
流
量
を

低
下
さ
せ

る

違
法
駐
車
は
、
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因
と
な
る

な
ど
、
市
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

深
刻
化
す
る
駐
車
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
は

今
年
７

月
に
車
庫
法
を
改
正
し
、
自
動
車
保
管
場
所

に
つ
い
て
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
し
た
。

市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
違
法
駐
車
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
町
会
・
自
治
会
や
交
通
安

全
団
体
の
皆
さ
ん
も
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
違
法
駐
車
車
両
へ
の
警
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。



精
神
薄
弱
者
・
介
護
者
の
皆
さ
ん
へ

1
2
/
1
か
ら
Ｊ
Ｒ
・
航
空
な
ど
の
旅
客
運
賃
が
割
引
に

1
2月
１

日

か

ら

、

精
神

薄

弱

者
・

介

護
者

に
つ

い

て

、

Ｊ
Ｒ

各

社

や

航
空

会

社

な
ど

の

旅

客

運
賃

割
引

制

度

が

適
用

さ

れ

る

よ

う
に

な

り

ま

す

。

療

育
手

帳

に

記

載
さ

れ

た

障

害
の
程
度
が
「
重
度
」
（
Ａ
・
Ａ

の
１
・
Ａ
の
２
・
Ａ
の
１
・
Ａ

の
２

）
で

あ

る

精

神
薄

弱

者
を

「
第

一

種

精

神

薄

弱

者
」
、
同

手

帳
に

記

載

さ

れ
た

障

害
の

程

度
が
「
そ
の
他
」
（
Ｂ
の
１
・
Ｂ

の
２

）

で

あ

る

精

神
薄

弱

者
を

「

第
二

種

精

神

薄
弱

者

」
と

し

、

次
の

よ

う

な

内

容
に

な

っ
て

い

ま

す

。

Ｊ
Ｒ

各
社
と

各
民
営
鉄
道

①
第
一
種
精
神
薄
弱
者
が
介
護

者
と
と
も
に
乗
車
す
る
場
合

…
普
通
乗
車

券
・
定
期
乗
車

券
・
回
数
乗
車
券
・

普
通
急

定

期

乗
車

券

に
つ

い

て

は

適

用

さ

れ
ま

せ

ん

）
。

②
第

一

種
精

神

薄

弱

者
・

第

二

種

精

神
薄

弱

者

が

単
独

で
百

㌔
㍍
を
超
え
て
乗
車
す
る
場

合
…
普
通
乗
車
券
が
五
割
引

に

な
り

ま

す

。

③
十

二

歳
未

満

の
人

が
定

期
乗

車
券
を
購
入
す
る
場
合
…
障

害
の

程
度

に

か
か

わ

ら

ず

、

介

護

者
の

定

期
乗

車

券

が
五

割
引

に

な

り
ま

す

（

小

児
定

期
乗

車

券
に

つ

い
て

は
適

用

さ

れ
ま
せ

ん

）
。

※

各
民

営

鉄

道
に

つ

い
て

も

、

Ｊ

Ｒ

に

準

じ
た

制

度

が

実
施

さ

れ
ま

す

。

（
当
面
は
、
大
都
市
な
ど
一
部

地
域
で
実
施
。
県
内
は

、
1
2月

１
日
か
ら
実
施
予
定
）
。

バ
ス

ー
タ
ク
シ
ー
・
旅
客
船

原
則
と
し
て

、
Ｊ
Ｒ

等
と
同

様
の
割
引
制
度
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し

、
バ
ス
に
つ
い
て

は
距
離
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

タ

ク

シ

ー
に
つ

い

て

は
、

一

〇
％

の

割
引
に

な
り

ま

す

南
部
市
場
祭
'
9
1

1
1
月
2
3
日
前
午
前
９
時
～
午

後

１

時
3
0
分

（
雨

天

決

行

）

会

場

公

設
地

方

卸

売

市
場

南

部

市

場

（
野
菊

野

団

地

横

）
　

交

通

松

戸

駅
東

口

か

ら

新
京

成

バ

ス

「
三

矢
小

台

行

き
」

ま

た
は

「
野

菊

野
団

地

行

き
」

で

、

総

合

卸

売

市
場

下

車
徒

歩

二

分

寮

車
で

の

来

場

は

ご
遠

慮

く
だ

さ
い

。

薦

公

設
卸

売

市

場
南

部

市

場

容

6
2
1［
Ｄ
只
］Ｏ
（
り
番

①
満
十
二
歳
以
上
の
第
一
種
精

神
薄
弱
者
が
介
護
者
と
と
も

に
旅
行

す
る
場
合
…
介
護
者

と
も
普
通
大
人
片
道
運
賃
が

二
五
％
の
割
引
に

な
り
ま
す
。

②
満
十
二
歳
以
上
の

第
二
種
精

神
薄
弱

者
が
単
独
で

旅
行
す

る
場
合
…
本
人
の
普
通
大
人

片
道
運
賃
が
二
五
％
の
割
引

に

な
り
ま
す
。

※
航
空
機
へ
の
搭
乗
に
関
し
て

は
、
気
圧
の
変
化
な
ど
も
あ

り
、
安
全
な
旅
行
を
し
て
い

た

だ
く
た
め
に

、
医
師
の

診

断
書
な
ど
を
用
意
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は

、

別

表
各
機
関
に
お
問
い

合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

割
引
制
度
適
用
の
た
め

療
育
手
帳
の
書
き
換
え
を

割
引
運
賃
に
よ
り
乗
車
す
る

場
合
に
は
、
療
育
手
帳
の
提
示

運賃割引の内容についての問い合わせ

Ｊ　　　　　　 Ｒ 東　日　本 旅 客　鉄　道 a03-3212-3691番

飢　　　　　　 空

日　　 本　　 航　　 空 f103-3284-2984番

全　日　本　空　輸 霖03-3592-3313番

日 本 エ ア シ ス テ ム 霖03-5473-4113番

南　　 西　　 航　　 空 萱098-857-2116番

エ　ア　ー　ニ　ツ　ポ　ン き03-3224-3735番

日本エアーコミューター S0995-58-2151番

運貫割引制度一般について

全 般 に つ い て 運幄省運輸政策局消費者行政課 t03-35aD-5118番

鉄 道 に つ い て ﾉﾉ　関東辺輸局鉄道部監理課 S03-3214-7341番

パス･タク汁 について ﾉｿ　自 動車交 通局 旅客課 S03-3580-4465番

旅 客 船 に つ い て ﾉｿ　海上交通局国内旅客課 ゛)3-3隘 蒻 。

航 空 に つ い て ﾉｿ 肌 空 局 航 空 事 業 課 ’o3“鶚 羂 。

が
必
要
に

な
り
ま
す
。

「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅
客

運
賃
減
額
欄
」
な
ど
の
書
き
換

え
を
行
い
ま
す
の
で

、
書
き
換

え
申
請
書
に
療
育
手
帳
を
添
え

て
、
し
あ
わ
せ
課
へ

持
参
し
て

く
だ
さ
い

。
申
請
書
は
、
し
あ

わ
せ
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

今
回
の
書
き
換
え
で
は
、
療

育
手
帳
に
写
真
を
張
る
こ

と
に

な
り
ま
す
の
で

、
写
真
（
三
×

四
㌢
㍍
）
を
二
枚
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

黯
し

あ
わ
せ
課
福
祉
係

1
2月

４

日
～

１０

日

市 教 育 委 員 会 の 各 課 が

11月25 日(月)から移転します

人
権
週
間
で
す

昭
和
2
3
年
1
2
月
1
0
日

に

。

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
国
連
で
採

択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
毎

年
1
2月
４
日
か
ら
1
0日
ま
で
「
人

権
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
期
間
中
、
法
務
省
千
葉

地
方
法
務
局
松
戸
支
局
と
松
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
の
た
め
、

特
設
人
権
相
談
所
、
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
…
1
2
月
３
日
㈹
午
前
1
1

時

～

午

後

３

時

会
揚
…
伊
勢
丹
松
戸
沍
十
一

階

特

別

会

議

室

相

談

内

容

…

家

庭

問

題

（

親

子

・

相

続

な

ど

）
、

借

地

・

借

家

、

差

別

、

い

じ

め

な

ど

移転先:根本356番地京葉ガスＦ

松戸ビル４階～６階※左図参照

課　名 電 話番号

庶　　 務　　 課 66－7455番

学 校 施 設 課 66－7456番

学　　 務　　 課 66－7457番

指　　 導　　 課 66－7458番

保 健 体 育 課 66－7459番

中学 校給食準備 室 66－7460番

社 会 教 育 課 66－7462番

美 術 館 準 備 室 66－7463番

人

権
擁
護
委
員

相
談
員
…
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員

人

権

講

演

会

日
時
…
1
2月
７
日
出
午
後
２

時
～
３
時
3
0分

会
場
…
婦
人
会
館

内
容
…
離
婚
と
調
停

対
象
…
民
生
児
童
委
員
二

般
市
民

心
配

ご
と
は

人

権
擁
護
委
員

へ

人
権
に
つ
い
て
、
困
っ
た
こ

と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

茜
援
護
課
庶
務
係

※「教育研究所」「少年センター」の移転は後日になります。

蠢管財課庁舎管理係

鈴
木
　

一
夫

高
橋
む
つ

き

平
根
　

孝
男

谷
口
　

充
徳

永
井
　

修
洋

青
野
　

哲
玄

和
田
　

康
男

有
坂
　
星
子

島
村
　
芳
子

氏
　
　

名

ニ
ツ
木
一
四
四
－
一
一

上
本
郷
＝
二
三
四
－
六

大
谷
口
三
一
九
―
六

中
金
杉
ニ

ー
ニ
○

松
戸
一
九
〇
〇

馬
橋
二
五
四
七

松
戸
新
田

一
八
－

四

金
ヶ
作
三
〇
六

仲
井
町
ニ
ー
一
二
八

住
　
　
　
　
　

所

4
1－

０
１
９
２

番

6
7１
１
４
０
４

番

4
2ー
１
４
８
８

番

4
2－

７
９
２
５

番

6
2－
（
り／』（
ぴ
０

４

番

4
1－

３
０
０
９

番

6
2－

７
８
５
３

番

8
7
―

厂
り
）
０

厂ｎ
り
厂ｎ

）
番

6
2－

５
２
８
６
番

電
　

話

指

名

手

配

月

間

に

ご
協

力

を

1
1
月
は
指
名
手
配
月
間
で
す
。

犯

罪

捜

査
へ

の

ご

協

力
を

お

願

い

し

ま

す

。

被

害

に

遭
っ

た

ら

警

察
へ

の

届

け

出

を

、
犯

罪

を

知

っ
た

ら

一

一
〇

番
へ

の

通

報

を
お

願

い

し

ま

す

。

醋
松

戸

警
察

署

登
6
9－
0
1
1

1

番
か
ん
え

い
公

庫
融

資
の
案

内

環
境
衛
生
金
融
公
庫
で

は
、

環
境
衛
生
関
係
営
業
者
に
、
設

備
資
金
や
、
運
転
資
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。

蠢
環
境
衛
生
金
融
公
庫
業
務
部

昔
0
3－
3
5
8
2

－

５
４
１
冖
○

番緊

急
つ

な
ぎ

資
金

対
象
①
小
企
業
者
等
で

本
市

に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
、
引
き
続
き
二
年
以
上

居
住
し
て
い
る
人

②
市
税
を
完

納
し
て
い
る
人
③
市
長
が
適
当

と
認
め
る
確
実
な
連
帯
保
証
人

の
あ
る
こ

と
　

融
資
額
五
十
万

円
以
内
　

期
間
三

年
以

内
（
三

ヵ
月
間
据
え
置
き
ま
す
）
利
率

年
五
％

黯
商
工
課
融
資
係

松

戸

公

共

職

業

安

定

所

が
常

盤

平

で

パ

ー

ト

の

一

日

移

動

安

定

所

を

開

催

1
1
月
2
8
日
困
午
前
1
0
時
～
午

後
３

時
　

会
場

常

盤

平

市
民

セ

ン

タ

ー

黯

松

戸

公
共

職
業

安

定

所

容
4
8

－
6
1
0
0

内

線
4
1
番

松

戸

北

郵

便

局
・
郵
便

小
包

の

渡

し

場

所

が

変

わ

り

ま

す

1
2月
１

日

㈲

～
3
1
日

肉
付

け

の

不

在

通

知
書

に

よ
り

、
郵

便

小

包
（
ゆ
う
パ

ッ
ク
）
を

受
け
取
る

場

所

は

、
左

図

の

と

お
り

で

す

。

※　12月分の一般貸付（350万円超える資金）の締め切りは11

月29日吩まで、１月分は12月27日吻 までです。

蠢
松
戸
北
郵
便
局
容
4
2－
1
0

6
6
番

県

中

小

企

業

振

興

融

資

資

金

の

ご
利

用

を

利

率

が
平

均

〇

・
六

三

％

引

き
下

げ
ら

れ

ま
し

た

。

醋

県

金

融
課
｛
一一
〇
４

７

２
－
2
3

－
2
7
0
7

番

年
末
事
業
資
金
を
融
資

市の制度 県の制度

融資限度額 100万円以内 800万円以内

融 資 期 間 ６ヵ月以内 ５ヵ月以内

融 資 利 率
年6.0％以内

(年3.26％利子補給)

保証協会保証付

年5.5％以内

保証協会保証なし

年6.0％以内

保 証 料 年0.8％
年0.8％

(保証協会保証付)

受 付 期 間 12/27 盥まで 12/31(火)まで

申 込 先 市商工課

商工会議所

県内に本店のある

金融機関および
商工組合中央金庫

詳　　 細 市商工課融資係
商工会議所

昔6∠1-3111番

航
　
空

案内図

移転先の住所と電話番号は、下表のとおりです。

特
設
人
権
相
談
所



障
害

者
児

と
ミ
ュ

ー

ジ
カ
ル

を
見

ま
せ

ん
か

1
2月
2
0日

廁
・
2
1日
出

、
午

後
２

時
開
演
　

会
揚
野
田
市
文

化
会
館
（
東
武
線
野
田

市
駅
徒

歩
十
分
）
　

出
演
劇
団
ア

ク
ト

ア

ロ
ー
ほ
か

内
容
Ｍ
・
エ
ン

デ

作
「
モ
モ
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

費
用
無
料

崑

障
害
者
児
と
共
に
ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル
を
観
る
実
行
委
員
会
・
日

佐
戸

’‘
0
4
7
1
1
2
2－
1
4

1
8

番

音

楽

の

広

場
（

合

唱

講

座

）

1
1
月
2
6
日
㈹
午
後
１
時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会
揚

市

民
会

館

音

楽

室
　

費

用
二
千
七
百
円
（
テ

キ
ス

ト
代

）

蠢

社

会
教

育

課
市

民

文
化

係

松

戸
市

民

カ
ラ
オ

ケ
発

表
会

1
2月
８
日

㈲
午
前
1
0時
～
午

後
７

時
　
会
揚
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

蠢
松
戸
市
民
演
連
盟
・
滝
沢

｀

肌
j
0
2
2
2

番

催

し

物

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

野

鳥

観

察

会

1
1
月
2
4
日
㈲
午
前
７
時
5
0
分
、

松
戸

駅

東

ロ

デ

。
キ
上

に

集

合

、

現

地
で

午

後
１

時
解

散

東
雨
天

の

場

合

は

、
1
2
月

１
日

㈲
に

延
期

し

ま

す
。

揚

所

流
山

市

方

面
　

費
用

無
料

（
交

通

費
は

自

己

負
担

）
　
内
容

タ

ゲ

リ

、
シ

ラ

コ

バ
ト

な

ど
の

観

察
　

持

ち

物
筆

記

具

、
昼

食

な

ど
蠢
公

園
緑

地

課

小
鳥

を

呼

ぶ
係

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

人口と世帯 （11月1日現在）

(
)
は
前
月
比

Ｏ人口　459,240 人　　（＋347 ）

男　233,713人　　（十177）

女　225,527人　　（十17O）

Ｏ世帯　165,023　　　 （＋290 ）

ス
ポ
ー
ツ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月
５

日

～

平

成
４

年
３

月

1
2日
の
毎
週

木
曜
貝

十

回
程
度
。

コ

ー
ト

改

修

工

事
の

た

め

変
更

も
あ
り
）
、
Ａ
午
前
９
時
か
ら
Ｂ

午
前
1
0
時
4
5
分
か
ら
Ｃ
午
後
０

時
3
0
分

か

ら
の

三

ク

ラ
ス
　

会

場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対
象

市

内
在

住

・

在
勤

者
　

費

用

一

万

円

（
保

険

料
を

含

む

）

圃

１１
一
月
2
5
日

囲

ま

で

に

、
往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号

・

希

望

ク
ラ

ス

を

記
入

し

て

、
〒
2
7
0松
戸

市

小

金
原

一
ｉ

一
丁

一

松
戸

市
テ

ニ

ス

協
会

・

平

木
（
｛
1
4
8－
6
7
8
4

番

｝
へ

雪

に
親
し

む
会
（
ス

キ

ー
）

期　日 集合 ・帰着 費　　用 定　　 員 場 所

12/28 出

S

31(火)

28日午 後９時30分

松戸伊勢丹前集合、

31日午 後９時帰着

大人40,000 円

中学生以下

37,000 円

※バス代、宿

泊料、保険

料

先着各38人

※１ 人での

参加は小

学４年生

以上

福島県
猪苗代
スキー
場

４年

１ ／１ 呪
S
4 田

１日午後９ 時30分

松戸伊勢丹前集合、

４日 午後９ 時帰着

蠢
松
戸
市
ス
キ

ー
連
盟
・

高
橋

・
1
6
2
－
1
8
0
0

番

講
座
・
講
演

ク
リ
ス
マ
ス
に
手
作
り
ケ
ー
キ
を

期　日 時間 会場 対象 内　　　容

12/10 ㈲

午前10
時
～
正午

婦人
会館

市内
在住
・
在勤
の人

クリスマスクッキー

18圉 ビユツシユ･ド･ ノエル

24(火)
ホワイト

クリスマスケーキ

定
員
三
十
五
人

（
二
歳
以
上

学
齢
期
ま
で
の
子
ど
も
八
人
ま

で
保
育
あ
り
）
講
師
お
菓
子
研

究
家
・
植
本
愉
利
子
氏
　

費
用

千
五
百
円
（
三
回
分
・
初
日
に

前
納
）

匣
1
1
月
2
7
日
困
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
子
供
の

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
〒
2
7
1

松
戸
市
本
町

一
四

丿
一
〇

婦
人

会
館
（
｛
1
6
4
1
8
7
7
8
番
｝へ

※
申
し
込
み
多
数
の

と
き
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

労

働

災

害

防

止

講

習

会

1
2月
９

日

㈲

午

後
１

時
3
0
分

～
４

時
　

会

場

東

葛
飾

合

同

庁

舎

六

階

第

一

会
議

室

圃
１９
一
月

２

日

側

ま
で

に

、

電

話

で

東
葛

飾

支

庁

商
工

労

政

課

労

政

係
（
・
1
6
1
1
2
1
1
5

番

）
へ

募
集
し
ま
す

県
産

品
愛

用
月

間
の

標
語
を

募
集内
容
県
産
品
の
愛
用
推
進
を

表
現
し
た
も
の
で

、
お
お
む
ね

二
十
字
以
内
の
も
の
　

対
象
県

内
在
住
・
在
勤
の
人

※
最
優
秀
賞
・
優
秀
賁
に
は
。

賞
状
と
賞
金
が
あ
り
ま
す
。

圃
1
2月
1
0日
㈹
〔
当
日
消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
作
品

一
点
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て

、
〒
2
8
0
千
葉
市
富
士
見

一
上

一
丁

七

肋
千
葉
県
物
産

協
会
（
四
〇
４
７
２
－
2
5
j
8

6
4
6

番
）
へ

ト

ー

ク

＆

コ

ン

サ

ー

ト

松

戸

市

女

性

行

動

計

画

策

定

記

念

講

演

会

い１１
月
3
0
日

出

午

後
１

時
3
0
分

～

４

時
　

会
場

市

民
劇

場
　

内

容
講

演

「
私

か

出

会

っ
た

女

性

た
ち

」
元

朝
日

新
聞

編

集

委

員

・
佐

藤

洋
子

氏

、
コ

ン

サ

ー
ト

＝

新

松

戸
南

中

学

校
教

諭

・
倉

谷

琴

美
氏

（
独

唱
）

、

栗

ヶ
沢

小

学
校

教

諭
・
黒

岩

大

二

氏
（
バ

イ

オ
リ

ン

独
奏

）

、

新

松
戸

南

中

学
校

教

諭

・
佐

久

間

智
子

氏

（

ピ
ア

ノ

伴
奏

）
　

費

用

無
料

※
手
話
通
訳
・
保
育
（
二
歳
以

上
・
要

予

約

）
が

あ

り

ま
す

。

蠢

婦
人

担

当

室

郷
土
歴
史
講
座
―
昔
の
く
ら

し

を

体

験

し

よ

う

1
1
月
3
0
日
出
午
後
２
時
～
４

時
　

会

場

文
化

ホ

ー
ル
　

内
容

し

め
な

わ

作
り
　

定

員

先

着
三

十
人
　
持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
ハ

サ

ミ
　

講

師
松
戸
／

飾

職

組
合

・

岩

佐
敏

雄

氏

圉

電
話

で

文

化

ホ

ー
ル

（
四
6
7

－
7
8
1
0

番

）
へ

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

ス

タ

ッ

フ

募

集

内

容
人

形

劇

や

紙
芝

居
の

制

作

と
上

演
　

対

象

十
八

歳

～

四

十

歳

の

子
供

好

き
の

女
性
　

定

員
若
干

名
　

勤

務
日

毎

週

火

～

金

曜
日

の

午

前
９

時
～

午

後
５

時
　

待

遇
時
給

六

百
五
十
円
（
賞

与

・

交

通
費

支

給
、

社

会

保

険

あ
り
）
　
　
面
接
日
時
1
2
月
1
0
日

㈹

午
前
1
0
時

か

ら

匣
1
2
月

７

日

出

ま
で

に

、

履
歴

書

（
写

真

添

付

）
と

作

文

「

お

は

な
し

キ

ャ

ラ

バ
ン

を

や

り
た

い
理

由

」
　
（
四

百

字

詰

め
原

稿

用

紙
に

二

枚

）

を
直

接

ま

た
は

郵

送
で

、

〒
2
7
0松

戸

市

新

松
戸

南
ニ

ー

ニ

膕
松

戸

市

お
は

な

し

キ

ャ
ラ

バ
ン

（
｛
1
4
4
1
3
0
3

7
番

｝

へ

障

害

福

祉

地

域

講

座

（

ふ

れ

あ

い

フ

ォ

ー

ラ

ム

）

1
2月
1
3
日

廊

午

後
１

時
3
0
分

～
４

時
1
5
分
　

会

場
東

葛

飾

合

同
庁

舎

六

階

第

一
会

議

室
　

内

容

講
演
「
障

害

者
の

社
会

参

加
」

精

神

薄
弱

児

施

設

八

幡

学
園

園

長

・

久

保
寺

光

久

氏

、

社
会

福

祉

施

設

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

（
い

ぶ
き

の

広

場
・
京
葉

学

園

）
、

障

害

者
の

描

い

た
絵

画

の

展
示

対

象

一
般

県

民
　

定
員

先

着
百

二
十

人
　

費

用

無
料

匣
1
2
月

９

日

㈲
ま

で

に

、

電
話

で

千

葉

県

東

葛

飾
支

庁

社

会
福

祉

課
｛
1
6
1－
2
1
1
4

番
へ

平

成

４

年

度

赤

十

字

看

護

学

生

募

集

出
願

期
日
1
2
月
２

日

㈲
～

平

成
４

年
１

月
1
8
日

出
　

入
学

試

験
日

平

成
４

年
１

月
2
8
日

㈹

募
集

人

員
三

十

人
　

資

格
心

身

と

も

に

健

康
な

女

性
で

、
①

高

等

学

校

卒
業

覓

込
み

を

含

む

）

ま

た

は

文

部
大

臣

が
同
等

以
上

の

学

力

を
有

す

る

と

認
め

た

②

卒

業

後

成
田

赤

十

字

病

院
ま

た

は

県

の

指

定
す

る

医

療
施

設
に

勤

務
で

き

る

③
修

学

期
間

中

、

寄

宿

舎
に

入

舎

で

き

る
こ

と

蠢

成
田

赤

十

字

看
護

専

門

学
校

入

試

係

（
〒
2
8
6成
田

市

飯
田

町

九
〇
－

一

）
｛
1
0
4
7
6

－
2
2

－

へ
乙
３

１
１

内

線
Ｑ
り（
Ｘ
）１

番

″
資
料

は

三

百
円

切

手

同
封

の

う

え

ご
請

求
く

だ

さ

い
。

食

を

見

直

す

／
　

薬

膳

か

ら

学

ぶ

こ

と

1
1
月
2
7
日
圉
午
後
１
時
～
３

時
　

会

場
勤

労

会
館
　

費

用

無

料
　

定

員
先

着

三
十

人
　

講

師

中
国

料
理
研
究
家
・
瀧

満

里

子
氏

圉

電

話
で

、

健

康

管
理

課

松
戸

方

面

保
健

室

へ

慢
性
肝

炎
医

療
講

習
会

1
2月
１
日
照
午
後
１

時
3
0分

～
４

時
　
会
場
船
橋
市
東
部
公

民
館
（
津
田
沼

駅
下
車
徒
歩
五

言
　

テ
ー
マ

慢
性
肝

炎
と
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
効
用
　

費

用
三
百
円

蹇
千

葉
肝
臓
友
の
会
・
渡
辺
四

6
6－
（
乙
７
７
冖
○
番

無

添

加

食

品

の

講

習

会

1
1
月
2
9
日
脂
午
前
1
0
時
～
午

後
１

時
　

会

揚

市
民

会

館

料
理

教

室
　

内

容

カ
ル

シ
ウ

ム

う

ど

ん

・

キ

ャ
ラ

メ
ル
　

持

ち

物

エ

プ

ロ
ン

・
ふ

き
ん

・
三

角

き
ん

定

員
先

着

三

十
人
　

費

用

無

料

圃

電
話

で

松

戸

市
消

費

者

の
会

・
深

谷
｛
1
8
7－
1
6
4
6

番
へ

1
1
/
2
2
は
、
い
い
夫
婦
の
日

つ
ま
み

圓
講

習
会

1
2月
1
0日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
二
千
円
　
内
容
短
冊

干
支
（
さ
る
）
　
持
ち
物
つ

ま
み

用
ピ
ン
セ
ッ
卜
、
和
ば
さ
み
、

の
り
板
、
お
し
ぼ
り

蠢
あ
か
に
羊

つ
ま
み
画
研
究
会
・

捲
川
・
1
8
8
－
7
3
6
5

番

浄
水
器
の

選
び
方
・
使
い
方

「

お
い

し
い

水
が

飲
み

た
い

」
「
飲

み

水
が
安

全

な

の

か
不

安
」

な
ど
の

理
由

で

、
最
近

浄
水

器

を
購
入

す

る
人

が
増
え

て
い

ま

す
。

そ
こ

で

、

浄
水
器

を
選

ぶ
時

の
ポ

イ
ン

ト
や

上
手

な
使

い
方

を
ま

と
め

て
み

ま
し

た

。

ろ
過
材
の

特
徴
を

知

っ
て
選

ぶ

家

庭
に

普

及
し

て

い

る

浄

水

器

に
は

、

ろ

過

材
に

活

性

炭

を

使

っ
た

「
活

性

炭
」

夕

イ

プ
と

、
小

さ
な

穴

を

通

す

こ

と
に

よ

り

水
を

き

れ
い

に

す

る

、「
中

空

糸
膜

」

に
活

性

炭

を

併
用

し

た

「

膜

十
活

性

炭
」

タ

イ

プ
の

も
の

と
が

あ

り

ま

す

（
ほ

か

に

、

セ
ラ

ミ

ッ

ク

を
ろ

過

材

に

使

っ
た

も

の
も
あ
り
ま
す
。

こ

の

両

者

を

浄

水
性

能
で

ろ過材のしくみ

比
較
す

る
と
、
残
留
塩
素
（
水

の
味
や
に
お
い
に
強
く
影
響

を
与
え
、
カ
ル
キ
臭
の
も
と

と
な
る
）
に
つ
い
て
は
、
ど

ち
ら

も
十
分
に
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
鉄
分
（
赤

水
な
ど
の
濁
り
の
原
因
）
の

除
去
に
つ
い
て
は
、
「
膜
十

活
性
炭
」
タ
イ
プ
の
方
が
優

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し

、
「
膜
十
活
性
炭
」

の
も
の
は
比
較
的
高
価
で
あ

り
、
目
詰
ま
り
し
や
す
く
、

使
っ
て
い
く
に
従
っ
て
、
ろ

過
水
量

が
急
激
に

減
少
す
る

と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の

除
去
は
煮
沸
で

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
は
、
有

機
物
と
塩
素

が
反
応
し
て
で

き
る
物
質
で
、
発
が
ん
性
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
水
に
も
微
量
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
か
ら
、

そ
の
除
去
を
浄
水
器
に
期
待

す
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
。

ろ

過
材
が
新
し
い
う
ち
は
、

か
な
り
取
り
除
く
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
す
ぐ
に
除
去
率

が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
除
去

に
は

、
浄
水
器
よ
り
も
五
分

程
度
の
煮
沸
が
効
果
的
で
す
。

くらし

のメモ

浄
水
器
使
用
上
の
注
意
点

浄
水
器
を
長
時
間
（
一
日

以
上
）
使
用
し
な
か

っ
た
時

は
、
そ
の
間
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

内
外
に
滞
留
し
て
い
た
水
に
、

細
菌
が
繁
殖
し
て
い
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
二
分

程
度
捨
て
水
を
し
て
か
ら
使

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た

、
ろ
過
材
に
活
性
炭

が
使
わ
れ
て
い
る
浄
水
器
は
、

お
湯

を
通
す
と
、
活
性
炭
に

付
着
し
た
物
質
が
溶
け
出
し

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で

、
混
合
水
栓
の
場
合
は
、

お
湯
を
使
わ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

蠢
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係

｢膜十活性炭｣タイプ｢活性炭｣タイプ



情報
松

戸
川

柳
会

毎
月
第
四
日
曜
日
、
午
後
１

時
～
５
時
　

会
揚
矢
切
公
民
館

費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

黯
小
柴

｀
4
1
1
2
6
5
7
番

自
分
史
を
書
く
「
史
の
会
」

毎
月
第
二
水
曜
日

、
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
　

会
場
明
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
三
百
円

入

会

金
な
し
）

蠢
津
守
四
9
1－
0
9
3
5

番

松

戸

山

の

会

集

会
毎

月

第
二

・
第

四

水

曜

日

、

午
後
７

時
か

ら

市

内
公

共

施

設
で
　

山

行
月

二

回
　

費
用

月

七
百

五

十
円
（
入

会

金

千
円

）

蠢

毛
利

四
8
7－
1
1
7
5

番

Ｓ

Ａ

Ｍ
（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

）

毎

週
月

曜

・

木

曜
日

、

午

前

1
0時

～
正

午
　

会

場
小

金

市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象
十

八

歳

以
上

の

市

民

三

十
人
　

費
用

一

回
五

百

円

（
入

会

金

な
し

）

蠢

境

四
4
6－
1
6
5
0

番

グ
リ

ー

ン
ク

ラ
ブ
卓

球

毎
週
火

曜
・
木
曜
日
、
午
後

１

時
～
３

時
　
会
場
運
動
公
園

卓
球
室
　

費
用
月
二
千
円

入

会
金
千
円
）

黯
綿
貫

容
8
7－
3
4
6
5

番

サ
イ
ク
リ
ン
グ
教
室

北
小

金
社

交
ダ

ン
ス
サ

ー
ク

ル
毎
週
木
・
日

曜
日

、
午
後
６

時
～
９

時
　
会
場
小
金
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
木
曜
日
は
月
千

五
百

円
、
日
曜
日

は
月
千
円

（
入

会
金
と
も
に
千
円

）

蠢
関
口
四
4
3－
7
8
0
8

番

百
星

会
（

て
ん

刻
）

毎
月
第
三
水
曜
日

、
午
後
６

時
～
８

時
3
0分
　

会
場
婦
人
会

館
　
費
用
月
千
円
（
入

会
金
な

し
）

蠢
山
田

登
9
1
1
4
7
8
7
番

古
ヶ

崎
ペ

ン
習
字

サ

ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
第
四
日
曜
日
、

午
後
１

時
3
0分
～
３
時
3
0分

会
場
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二
千
円
＝
教
材
費
含
む

天

会
金
千
五
百
円
）

蠢
荒
海

登
6
8－
6
6
9
8

番

サ
ー
ク
ル

松

戸

市

民

合

唱

団

毎
週

木

曜
日

、
午

後
６

時
3
0

分

～
９

時
　

会
場

市

民

会

館

費

用
月

二

千

円
（
入

会

金

な
し

）

蠢

井
出

｀
4
2－
9
4
1
0

番

と

き

わ

平

少

年

少

女

合

唱

団

毎

週
土

曜

日

、

午
後

３

時
～

６

時

（
平

成
４

年
１

月

い
1
1
1
1

一
日
出

～
４

月
2
5
日

出

）
　
　
会

場

常

盤

平

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費
用

月
三

千

円

（
入

会

金

な
し

）

默

加

藤

｀
8
4－
6
0
7
9

番

勤
労

者
ダ

ン
ス

サ

ー
ク
ル

毎
週
日
曜
日
、
午
後
４

時
～

８
時
5
0分

（
月
四
回
）
　
会
場

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月

二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
五
百

円
）
　

対
象
初
級
～
中
級

窟
椎
名

酋
4
1
1
9
4
8
8
番

松
戸

太
極

拳

毎
週
日
曜
日

、
午
後
３

時
～

６

時
　

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ

ー
　

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

二
千
円
）

黯
熊
沢
｀
4
1－
9
4
2
5

番

松
戸

児
童

合
唱
団

毎
週
日
曜
日

、
午
後
２
時
～

５
時
　

会
場
市
民
会
館
音
楽
室

費
用
月
三
千
円
（
入

会
金
二
千

円
）

蠢
稲
村
四
6
6－
0
0
1
7

番

二
十

世
紀

が
丘

ペ

ン
習
字

サ

ー

ク
ル

毎
月
三
回
月
曜
日

、
午
前
1
0

時
～
正

午
　
会
場
二

十
世
紀
が

丘
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
二

千
円
（
入
会
金
千
円

）

蠢
金
澤
四
9
2－
3
0
3
2

番

お
知
ら
せ

平

成

４

年

度

保

育

所
（
園

）
入

所

申

請

受

け
付

け

中

受
付
期
間
1
1
月
3
0
日
出
ま
で

受
付

場

所

福

祉
事

務

所

（
市

役

所
別

館

二

階
）
　
　
申

請

書
の

配

布

福

祉

事

務

所

・

各

保

育

所

（
園
）
　
入

所
の

決

定

訪

問
調

査

・

書
類

審

査
の

後

、

平

成
４

年

３

月

中
旬
に

通

知
し

ま

す
。

覩
一
福

祉
事

務

所

福
祉

係

松

飛
台

囲
碁

ク
ラ

ブ

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
～

６
時
、
毎
週
日
曜
日

、
午
後
１

時
～
８

時
　

会
場
松
飛
台
市
民

セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
五
百
円

（
入
会
金
な
し
）

蠢
山
田
四
8
7－
5
9
3
8

番

松
戸

童
謡

を
歌

う
会

毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
、

午
後
２
時
～
４

時
　

会
場
婦
人

会
館
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金

千
巴

煕

吉
田
四
6
3－
1
5
7
6

番

松
陽

会
刻

字
教

室

毎
週
火
曜
日

、
午
後
６

時
3
0

分
～
９
時
　

会
場
婦
人
会
館

対
象
初
心
者
　

費
用

月

千

円

（
入
会
金
千
円
）

黯
八
嶋
四
6
2－
3
7
9
3

番

水
曜

ク
ッ

キ
ン

グ
サ

ー
ク

ル

毎
月
第
四
水
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
１

時
　

会
場
馬
橋
市

民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
千
六
百

円
（
入
会
金
千
円
）

蠢
長
谷
川

｀
4
4－
7
2
3
0

番

青

水
会
（
書

道

）

毎
月
第
一
～
第
三
水
曜
日

、

午
後
６

時
～
９

時
　

会
場
婦
人

会
館
　

費
用
月
三
千
三
百
円

（
入
会
金
な
し
）

蠢
高
橋

一`
6
2
1
5
0
3
3
番

在
宅
ね

た

き
り
老
人

に
布

お

む
つ

を
お
貸

し
し

ま
す

市
で

は
、
在
宅
ね
た
き
り
老

人

な
ど
に
、
清
潔
な
布
お
む
つ

を
無
料
で
お
貸
し
し

、
本
人
と

介
護
に
当
た

っ
て
い
る
家
族
を

援
助
し
て
い
ま
す
。

貸
与
枚
数
一
人
一
日

十
枚
程

度
　
対
象
者
①
生
活
保
護
法
に

よ
る
被
保
護
世
帯

②
生
計
中
心

者
の
前
年
度
所
得
税
が
非
課
税

世
帯
の
い
ず
れ
か
の
、
お
お
む

ね
六
十
五
歳
以
上
の
在
宅
ね
た

き
り
老
人
な
ど

崑
お
せ
わ
課
お
せ
わ
係

米
穀

小
売

業
者

の
新

規
許
可

申
請

の
受

け
付

け

対
象
区
域
市
内
全
域
　
許
可

件
数
販
売
所
二
件
、
特
定
営
業

所
五
件

匣
1
2
月
２
日
囲
～
1
3日
窗
の
間

に
、
直
接
商
工
課
事
業
係
へ

松

戸
都
市

計
画

下

水
道
の

変

更
案

の
縦

覧

松
戸
市
第
五
号
公
共
下
水
道

の
区
域
の
追
加
と
松
戸
市
第
一

号
お
よ
び
第
三
号
公

共
下
水
道

の
幹
線
の

変
更
案
の

縦
覧
を
行

い
ま
す
。

日
時
幵一
月
2
1日
團
～
1
2月
４

日
困
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後

５
時
（
土

曜
日

の
午
後

、日
曜
・

祝
日
を
除
く
）
　

縦
覧
場
所
計

厠
業
務
課

残
計
画
業
務
課
計
画
係

市
税
の
収
納
は
1
1
月
2
4
日
日

も

行

い

ま

す

平

成
３

年

度
分

の

市
税

の

納

付

が
済

ん
で

い

な

い

人
は

、

い
1
1
1
1

一

月
％
一
日

旧

も

市
役

所

収
納

課
と

各

支
所

で

、

午
前

９

時
～

午

後

４

時
の

間

受
け

付

け

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ

納

入

し
て

く

だ

さ
い

。

蠢

収
納

課

管

理
係

保

健
衛

生

麻

し

ん

予

防

接

種

対

象

生

後
十

二
ヵ

月

～
七

十

二

ヵ
月

未

満

の
幼

児
　

申

し

込

み

を
す

る
人

麻

し

ん
の

予

防
接

種
を

受
け

て

お
ら

ず

、
問
診
票

を

持

っ
て

い

な
い

人
　

申
し

込

ま

な

く
て

よ
い

人

平

成
２

年
1
0

月
―
日
～
1
1
月
3
0
日
生
ま
れ
の

人

に

は

、
1
2
月

上

旬
に

直

接

問

診
票

を

送

り

ま
す

。

Ｍ
Ｍ
Ｒ

（

麻
し

ん
・

お
た

ふ

く

か
ぜ
・
風

し

ん
）

、
お

た

ふ

く
か

ぜ
予

防

接
種

（
希

望

接
種

）

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満
の
幼
児
　

申
し
込

み
を
す
る
人
Ｍ
Ｍ
Ｒ
＝
麻
し
ん

未
接
種
者
で

、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
接
種

を
希
望
し
、
問
診
票

を
持
っ
て

い
な
い
人
。
お
た
ふ

く
か
ぜ
＝

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た

人
で

、
お
た
ふ
く
か

ぜ
の
単
独

接
種
を
希
望
し
、
問

診
票
を
持

っ
て
い
な
い
人

※
問
診
票
の
改
正
に
よ
り
、
保

謨
者
の
押
印
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
の
問
診
票
を

持
っ
て
い
る
人
で
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
印
鑑
を
持
参

の
う
え

、
委
託
医

療
機
関
で

【
家
具
】
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
千
円
◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
三
千
円
・
千
円
◆
ソ
フ
ァ

ー
一
千
円
◆
整
理
だ
ん
す
四

千
円
◆
机
と
い
す
一
万
円

【
電
気
製
品
】
◆
二
槽
式
洗

濯
機
三
千
円
◆
食
器
乾
燥
機

無
料
◆
石

油
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ

ー
四
千
五
百
円

【
子
供
用
品
一

◆
自
転
車
前

用
補
助
い

す
五
百
円
◆
三
輪

車
五
百
円
◆
ゆ
り
か
ご
千
円

◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
三
千
五
百

円
・
四
千
円
◆
ベ
ビ
ー
フ
ッ

ク
無
料
・
千
円
◆
お
ま

る
百

円
・
千
円
◆
ペ
ビ
ー
だ
ん
す

一
万
円
◆
ツ
リ

ー
メ
リ
ー
無

料【
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
】
◆

剣

道
防
具
一
式
五
千
円
◆
ス

キ

ー
ウ
ェ
ア
上
・
下
（
手
袋
・

新
し
い
問
診
票
に
差
し
替
え

て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人

、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人

は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

ハ
ガ
キ
記
入
要
領

黷
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

三
百
円
◆
五
月
人
形
白
馬
(
ケ

ー
ス
入
り
）
無
料
◆
五
月
人

形
か
ぶ
と（
ケ
ー
ス
入
り
）
二

千
円
◆
お
ぶ
い
ひ

も
五
百
円

◆
世
界
の
地
理
教
科
書
シ
リ

ー
ズ
全
六
巻
三
千
円
◆

磁
気

北部市場まつり

文
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
無
料
◆

ウ
ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
卜
六
畳
用

無
料
◆
石
油
ス

ト
ー
ブ
三
千

円
◆
ス
ト

ー
ブ
ガ
ー
ド
百
円

◆
老
人
用
買
い

物
押
し
車
二

千
五
百
円
◆
小
型
ア
イ
ロ
ン

先

天

性

四

肢

障

害

児
（

者

）
集

団

検

診

1
2月

１

日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後
３

時
の

間

に

受
け

付

け
　

会

場
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
(
千
葉
市
役
所
近
く
、

駐

車
場

が

あ

り
ま

せ

ん

）

費
用

無

料
　

持

ち

物
母

子

手

帳
　

検

診

医

帝
京

大

学
医

学
部

助

教
授

・
木

田

盈

四

郎
氏

圜

先
天

性

四

肢

障
害

児

父

母
の

会

・
松

江

四
〇

４

７

１
－
7
2
－

5
8
2
3

濤

期
日
時
間
会
場
主
催

1
2
/
1
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
3
0分

稔
台
市

民
セ
ン

タ
ー

松
戸
市
・
稔
台
連

合
町

会

崑
健
康
管
理
課
業
務
係

（
掛
け
・
敷
意

布
団
五
千
円

◆
婦
人
靴
黒
（
二
三
・
五
㌢
）

千
五
百
円
◆
ス

キ
ー
キ
ャ
リ

ア
千
五
百
円

匣
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番

市役所・支所

連絡先

救急医療体制

号
（
昼
間
）
を
明
記
し
て
、
1
1
（

月
2
5
日
囲
〔
当

日

消

印
有

効

〕

ま
で

に

、

〒
2
7
1松

戸
市

根

本

三
八

七
－

五

松

戸

市

役
所

消

費
生

活

課

消
費

生

活

係
へ

″
相

手

の

紹
介

は

月
末

に

抽

選

し

、

当
選

者

に

電
話

連

絡

し

ま

す

。
紹

介

後
は

自

主

交

渉

と
な

り

ま

す

。

○
次
回

掲
載
分
の

申
し

込
み

品

物

を

譲
り

た

い
人

は

、

1
2月
1
2
日

團
ま

で

に

電

話
で

申
し

込

ん
で

く
だ

さ
い

。
価

格
は

一
万

円
ま

で

で

す

。
原

則
と

し

て

衣

料
品

・

食

料
品

・

自
転

車

は

扱
い

ま

せ

ん

。

※
1
2月
2
0
日

号
の

不

用

品

情

報
は

休

載
し

、
次

回

は
１

月
2
0日

号
に
掲

載
し

ま
す
。

黯

消
費

生

活

課

消
費

生

活

係

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………容68-3756 番

ご参加ください

ニ
ュ

ー
五
香
ダ

ン

ス
サ

ー
ク

ル
毎
週
金
曜
日
、
午
後
６
時
～

９
時
　

会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

千
円
）

蠢
桑
原

｀
4
7－
7
0
3
0

番

譲
り
ま
す

不用品情報

ゴ
ー
グ
ル
付
）
二
千
円
◆

エ
レ
ク
ト
ー
ン
無
料
◆
キ

ー

ボ
ー
ド
三
予
円

【
日
用
雑
貨
】
◆
足
踏
み
ミ

シ
ン
二
千
円
二
台
◆
英
文
夕

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
二
千
円
◆
和

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………f166-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………容66 一〇〇10番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………a65-3430 番

健康保険証を忘れずに

愛
の
献
血



千
葉
県
都
市
緑
化
講
演
会

／ぞ ’　 ｀゙Ｊ ＼

都市緑化月間にちなみ、10月29日（火）、市民劇場で「千

葉県都市緑化講演会」が開催されました。講師は国際比

較文化の講演などで有名なマリ・クリ スティーヌさん。

外国での生活・体験をもとに、緑の大切さや環境保護の

必要性を呼びかけました。

会場のロビ ーでは、「千葉県の公園緑地写真コンクー

ル」の入賞作品も展示され、来場者の目を楽しませてい

ました。

建設促進住民決起大会
あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身 近な出来事など)

をお寄せください。採用の方に

は記念品を差し上げます。ブ
ｔ 。 ソ

万が一に備えて

北総線・矢切駅で救助・救急訓練

地下鉄を、早く松戸まで延ばしたい一 沿

線住民の願いを込め、11月８日金市民会館で、

地下鉄8 ・11号線の建設促進住民決起大会が

開かれました。

会場には多くの市民がつめかけ、代表者が

早期延伸を訴えた熱のこもつた意見を発表し

ました。大会決議の後は、漫談家の春日三球

さんの軽妙なト ークショーがありました。

松戸への地下鉄延伸、早く実現させたいで

すね。

地下鉄の延伸に期待してい

ます。都内への交通が一層便

利になるし、朝夕のラッシュ

も楽になるでしょう。

一日も早い全線開通を、家

族で願っています。

11月７日(木)、北総線の矢切駅構内で、停車中の電車に

後続の電車が衝突し、多く の負傷者が発生したという 想

定で、救助・救急訓練が行われました。

訓練には消防局から救助工作車や救急車など13 台が出

動。市医師会の協力を得て総勢100 人が参加し、実際の事

故さながらに、真剣に訓練に取り組んでいました。

ま
つ
ど
文
学
散
歩

小

林

一

茶

②

馬
橋
の
大
川
立
砂
・
斗
囿
親
子
と
の
交
わ
り

一

茶
と

馬

橋

の

栢
白

庵

立

砂

（

油
商

大

川

平

右

衛
門

）

の

交

流
は

、
立

砂
の

臨

終

に

立

ち

会
い

「

栢
日

庵

は

此

道
に

入

始
め

て

よ

り
の

ち

な

み

に
し

て

、
交
り

他
に
こ

と

な

れ
り

」

と

書
い

た

「
挽

歌

」
や

、
同

じ

く

立

砂
の

十

三

回
忌

に

出

会
い

「
手

向

け

の

十
三

句

」

を

捧

げ
た
こ

と

、

立
砂

の

息

子

斗

回
と

の

そ

の

後
の

親

密

な

交

わ
り

な

ど

、

一
茶

を

研

究

す
る

う

え
か

ら

も
注

目

さ

れ
て

い

ま

す

。

特
に

、
信

濃

か

ら
江

戸

に

出
て

き
て

か

ら

「

一
茶

」

と

し
て

頭

角

を

現

す
ま

で

の

期

間
は

、
ど
こ

で

ど
の

よ

う

に

暮
ら

し
て

い

た

の

か

不

明

と

さ

れ

て

い

る

た

め

。

「

馬

橋
の

立
砂

の

店
で

奉

公

し
て

い

た

」

と

い

う
地

元

の

説

は

、
大

変

興

味
深

い

も

の

で

す

。

馬

橋
に

は

、

昔

か
ら

一

茶

馬

橋
居

住

説

が
あ

り

、
多

く

の
研

究
者

が

興

味
を

示
し

て

い
ま

す

が
、

確

証

が
な

い

た
め

、
残

念

な

が
ら

定
説

と

は

な
っ

て

い

ま
せ

ん

。

し
か

し

、
他
に

有
力

な

居

住
地

説

が
な

い

こ

と

も

あ

っ

て

、

藤

沢

周

平

の

小

説

『

一
茶

』

や

井

上
ひ

さ

し

の

戯

曲

『
小

林

一

茶
』
な
ど

は

、
馬

橋
居

住

説
に

基

づ
い
て

書

か

れ
て

い

ま

す

。

立
砂
の
没
後
も
、
斗
囿
と
の
交
流
は
続

栢
白
庵
は
比
道
に
入
始
て
よ
り
の
ち
な

み
に
し
て

、
交
り
他
に
こ
と
な
れ
り
。
一

斎
は
三
月
の

末
、
い
ま
だ
踏
の
こ

し
た
る

甲
斐
が
ね
や

、
三
越
ぢ
の
荒
磯
も
見
ま

く

ほ
し
く
、
逆
枕
旅
立
は
、
主
は
竹
の
花
迄

見
お
く
り
給
ひ
ぬ
。

今
さ
ら
に
別
と
も
な
し
春

が
す
み一
茶

又
の
花
見

も
命
也
け
り
　
　
　

立
砂

と
か
り
そ
め
に
云
捨
ら
れ
し
が
、
其
愁
情

の
感
寂
、
か

ゝ
る
べ
き
前
表
な
る
か
。
し

ば
し
し
て

見
か
へ
れ
ば
、
い
ま
だ
か
な
た

に
休
ら
ひ
ま

す
老
の
影
の

、
し
き
り
に

も

の
な
つ

か
し
け
り
。
そ
れ
よ
り
夏
秋
も
過

斗圓の肖像（馬橋、大川岩雄氏蔵）

る
迄
や
ゝ
隣
国
を
吟
ひ

、
思

わ
ず
も
比
里
に
来
り
て

、
す

こ
や
か
な
る
再
会
を
祝
ひ

、

は
た
半
時
も
や
ま
ふ
の

顔
を

守
る
事
は
、
誠
に
仏
の
引
あ

わ
せ
な
る
か
。
い
か
な
る
す

く
せ
の

ゑ
に
し
な
る
か
。

炉
の

は
た

や

よ

べ

の

笑
ひ

が

い

と

ま

ご
ひ

一

茶
　

捻

香

（
「

挽
歌

」
）

（
市

立
図
書
館

）

松戸へ地下鉄の延伸を

ハクセキレイ

白黒の身体　白い顔に

黒線　尾羽の外側が白い

全長　　　　　　　21cm

翼開長　　　　　　30cm

見られる所…田畑や河原

市内で今ごろからよく見かけるセキレイで

江戸川沿いに多いが、水辺から離れた畑や広

場でもお尻をふりながら歩き回って採餌して

おり、チチンという澄んだ声と大きく波形を

描いて飛ぶのが目立つ。夜は集団でねぐらに

着くことがあり、近くでは柏駅西口のビルが

有名である。以前は冬鳥だったが徐々に南下

し、最近では市内での繁殖も確認されている。
松戸
の
野鳥

都
市
に
緑
と
公
園
を

熱気に包まれた大会になりました

住民決起大会で住民代表

として意見発表をした

上矢切 斎藤 直三さん

3

1
き
、
一
茶
が
信
濃
柏
原
に
定
住
し
た
後
も

斗
囿
は
度
々
金
銭
を
送
り
、
そ
れ
に
対
し

て
一
茶
か
ら
は
近
況
や
近
作
句
や
斗
囿
の

句
へ
の
添
削
な
ど
、
変
わ
ら
ぬ
親
交
を
続

け
ま
し
た
。

な
お
、
立
砂
、
斗
囿
親
子
の
子
孫
は
、

明

治
時
代
に
大
川
家
が
廃
絶
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
不
明
と
な
り

、
馬
橋
の
万

満
寺
に
あ
っ
た
墓
も
整
理
さ
れ
て
し
ま
い
、

現
在
は
大
川
家
先
祖
代
々
の
墓

が
あ
り
ま

す
。

真剣そのものの訓練です

「地球にやさしく」をテーマに講演するマリ･ クリスティーヌさん
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